
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２７２３

基盤研究(C)

2014～2012

東アフリカの言語の空間移動表現の研究

Studies on expressions of motion in space in east African languages

００５３０８９１研究者番号：

河内　一博（Kawachi, Kazuhiro）

防衛大学校（総合教育学群、人文社会科学群、応用科学群、電気情報学群及びシステム工・その他部局等・准教
授

研究期間：

２４５２０４９０

平成 年 月 日現在２７   ６ １９

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、フィールドワークにより収集した類型的に異なる東アフリカの二つの言語 - K
upsapiny語（ウガンダ、ナイル語族）とSidaama語（エチオピア、クシ語族） - の空間移動表現のデータを使い、マク
ロイベントとしての移動イベントが言語により異なることを見いだした。両言語で1つの節で表せるイベントは限られ
ていて、それぞれの言語が特徴的な類型的パターンを示すイベントが一致するとは限らない。その要因として考えられ
るのは、移動の構成素の組み合わせ、とりわけ特定の構文において表すことができる経路の要素である。

研究成果の概要（英文）：The present study examined motion expression data in two typologically different 
languages in East Africa, Kupsapiny (Southern Nilotic, Uganda) and Sidaama (Highland-East Cushitic, 
Ethiopia), in particular, that I collected by means of field work. It found that motion events that are 
treated as macro-events differ across the languages. In either language, events expressable in single 
clauses are somewhat restricted, and each language does not necessarily exhibit its characteristic, 
typological pattern across different types of motion events. Conceivable factors to this include 
combinations of motion components, particularly path components expressable in specific constructions.

研究分野：言語学
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Studies on expressions of motion in space 
in east African languages 
 
 
研究成果の概要 
 本研究では、フィールドワークにより収集
した類型的に異なる東アフリカの二つの言
語 – Kupsapiny語（ウガンダ、ナイル語族）
と Sidaama語（エチオピア、クシ語族） – の
空間移動表現のデータを使い、マクロイベン
トとしての移動イベントが言語により異な
ることを見いだした。両言語で 1つの節で
表せるイベントは限られていて、それぞれ
の言語が特徴的な類型的パターンを示すイ
ベントが一致するとは限らない。その要因
として考えられるのは、移動の構成素の組
み合わせ、とりわけ特定の構文において表
すことができる経路の要素である。 
 
研究成果の概要（英文） 
The present study examined motion 
expression data in two typologically 
different languages in East Africa, 
Kupsapiny (Southern Nilotic, Uganda) and 
Sidaama (Highland-East Cushitic, 
Ethiopia), in particular, that I collected by 
means of field work. It found that motion 
events that are treated as macro-events 
differ across the languages. In either 
language, events expressable in single 
clauses are somewhat restricted, and each 
language does not necessarily exhibit its 
characteristic, typological pattern across 
different types of motion events. 
Conceivable factors to this include 
combinations of motion components, 
particularly path components expressable 
in specific constructions. 
 
１．研究開始当初の背景 
 言語がより略図的なイベントの要素とそ
うでないイベントの要素を統合して、これ
らの意味要素をどのように形態統語的に表
すかに基づいた Talmy (1985, 1991, 2000) 
の意味類型論によると、主要なイベント（枠
付けイベント）の中で最も略図的な要素（空
間移動においては経路）を表すのが主動詞
か付随要素（接辞や不変化詞）かによって
言語は大きく 2つのタイプ（それぞれ、動
詞枠付け言語と付随要素枠付け言語）に分
かれるという。略図的でない、主要なイベ
ントの要素を支えるイベントの要素（= 共
イベント；空間移動において例えば、移動
の様態、使役の手段）はたいてい、動詞枠
付け言語では従属動詞か副詞で、付随要素
枠付け言語では主動詞で表す。この類型的
分類は、5 つの意味領域（空間移動、状態

変化、イベントの実現、アスペクト、行動
の相互関係）において、枠付けイベントと
共イベントから構成される複合的イベント
（どの言語でも 1つの節で表せるマクロイ
ベント）に適用されるという。この類型的
分類は認知言語学のみならず、意味と形態
統語構造を扱う言語学一般に非常に大きな
影響力がある。しかし例外として、いくつ
かの動詞枠付け言語が空間移動において主
動詞で共イベント（特に移動の様態）を表
す例が報告され、これらは非完結的なイベ
ントであるという仮説や、移動物が境界を
越えないようなイベントであるという仮説
が提案されている。しかしこれらの仮説に
はいくつかの反例があり、さらに移動の様
態以外のタイプの共イベントを扱うことが
できないので、仮説として妥当であるか疑
わしい。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、深い研究がなされていない東ア
フリカの言語のうち Kupsapiny 語（ウガン
ダ、ナイル語族）と Sidaama 語（エチオピ
ア、クシ語族）に焦点を当て、これらの言語
の空間移動の表現を分析し、Talmy (1985, 
1991, 2000) の意味類型論が扱っているマク
ロイベントとは何かという問題を扱った。
Talmy の分類によると、Kupsapiny 語と
Sidaama語はそれぞれ、付随要素枠付け言語
と動詞枠付け言語に分類されるが、そうでな
い特徴も備えていて、それぞれの言語の類型
的特徴が見られるイベントおよび見られな
いイベントというのはどういうものである
のかを調べることにより、マクロイベントと
は何かについて考えた。 
 
３．研究の方法 
 平成 24年 7月 8 日〜8月 9日、平成 25
年 3 月 5 日〜3 月 20 日、平成 26 年 3 月
13 日〜4 月 13 日のウガンダのカプチョー
ワ市における調査により Kupsapiny 語のデ
ータを集め、平成 24年 12月 6 日〜12月
29日、平成 25年 7月 11 日〜8月 13日、
平成 26年 7月 15 日〜8月 20日、平成 27
年 2 月 17 日〜3 月 1 日のエチオピアのシ
ダーマ・ゾーンにおける調査により
Sidaama 語のデータを集めた。口頭で語ら
れた民話、およびビデオのシーンや絵本を
口述したものを記録し、個々の文の細部に
関してメインのコンサルタントと分析をし、
関連のある文をエリシテーションにより集
めた。これらの言語の空間移動の表現のあ
らゆるパターン、およびそれらが使われる
場面や状況を調べ、どのような意味的な構
成素の組み合わせが表されたときにそれぞ
れの言語の類型的特徴が現れ、どのような
意味的な構成素の組み合わせが表されたと
きにそれぞれの言語の類型的特徴が見られ
ないかを考察した。 
 



４．研究成果 
 
(1) 研究の主な成果 
 Kupsapiny 語と Sidaama 語で移動のイベン
トに使われる構文のパターンを調べた。
Kupsapiny 語にはダイクシスと経路を表す動
詞接尾辞があり、この言語は基本的には付随
要素枠付け言語だが、経路が単文の構文で
表される範囲を越えた場合には、複数の動
詞を使った構文を使わなければならなくな
り、動詞枠付け言語の特徴も示すことがわ
かった。Sidaama 語は複数の動詞を使った構
文を持つ動詞枠付け言語とみなすことがで
きるが、経路が不完全である場合は、付随
要素枠付け言語で使われるような構文も使
うことができることがわかった。 
 個人研究を越えて、系統・地理的に異なる
他のアフリカの言語を含め、さらに移動以外
の意味領域も扱った共同研究に発展させた。 
 
(2) 得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
 主に英語による発表を国際学会を中心に
行なったので、言語学への国際的な貢献をす
ることができたと思う。また、理論的な問題
を扱った言語学の発表をしたという点でア
フリカの言語のデータを使った言語学の研
究への貢献ができたと思う。 
 
(3) 今後の展望 
 これまでと同様に Kupsapiny 語と Sidaama
語の文法現象の理論的問題を扱う論文を書
きながら、同時進行でフィールドワークで収
集したデータをもとにしてこれらの言語の
文法の記述の改訂を続けて行くつもりであ
る。 
 また、個人研究に加えて、アフリカの言語
の通言語的な共同研究をさらに押し進める
計画でいる。 
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